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鈴鹿市清掃センター改修対策事業 

の事業者選定に関する客観的評価結果の公表 

 

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成１１年法律第１１７

号）第８条第１項の規定に準じ，鈴鹿市清掃センター改修対策事業を実施する民間事業者を選定

したので，同法第１１条第１項の規定に準じて行った客観的な評価の結果をここに公表する。 

 

平成２８年２月１０日 

 

鈴鹿市長 末 松 則 子 

 

１ 事業名 

鈴鹿市清掃センター改修対策事業 

 

２ 事業の内容 

（１）事業方式 

ＤＢＯ方式 

 

（２）事業期間 

１）設計期間 

平成 28 年 4 月から平成 29 年 3月まで 1年間 

２）建設期間 

平成 29 年 4 月から平成 33 年 3月まで 4年間 

３）管理運営期間 

平成 29 年 4 月から平成 46 年 3月まで 17 年間 

（※平成 28 年 4 月から平成 29年 3月は管理運営準備業務期間） 
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（３）施設の概要等 

 

表 施設概要及び公害防止基準等 

施 設 名 鈴鹿市清掃センター 

施 設 所 管  鈴鹿市 

施 設 所 在 地  
〒510-0261 三重県鈴鹿市御薗町 3688 番地 
      TEL：059-372-1646 

処 理 能 力  270t/日（90t/日×3炉） 

建設年度 
着 工 平成 12 年 6 月 

竣 工 平成 15 年 12 月 

敷 地 面 積  45,967.06ｍ2 

延 床 面 積  11,487.93ｍ2 

総事業費 
設計施工業者 

118 億 6,288 万 6 千円 
JFE エンジニアリング㈱ 

処 理 方 式  全連続燃焼式ストーカ炉 

公 害 防 止 基 準 

 施設管理基準値 備考（関連法令基準） 

ばいじん量 0.02g/m3N 以下 0.08 g/m3N 以下 

硫黄酸化物 50ppm 以下 K 値 14.5 以下 

塩化水素 50ppm 以下 700mg/m3N（430ppm）以下 

窒素酸化物 70ppm 以下 250ppm 以下 

ダイオキシン類 0.1ng-TEQ/m3N 以下 1ng-TEQ/m3N 以下 

その他   

設備名 方式 基数 

1. 受入供給設備 計 量 機 

ご み 投 入 扉 

ダンピングボックス 

ご み ピ ッ ト 

ご み ク レ ー ン  

ロードセル式（最大秤量 30ｔ） 

観音開き式(中折れ式） 

ダンプ式 1基，吊り下げ式 2基 

No.1 ごみピット 1,500ｍ3，No.2 ごみピット 2,000ｍ3 

グラブバケット式天井走行クレーン 

2 基 

6 基 

3 基 

2 基 

2 基 

2. 燃焼設備 焼 却 炉 連続燃焼ストーカ炉（90ｔ/ｄ） 3 基 

3. 燃焼ガス冷却設備 ボ イ ラ 

脱 気 器 

タービン排気復水器 

単胴自然循環式 

蒸気過熱スプレー式 

強制空冷式 

3 基 

1 基 

1 基 

4. 排ガス処理設備 減 温 塔 

ろ過式集じん器 

有害ガス除去装置 

窒素酸化物除去装置 

水噴射式 

バグフィルタ式 

乾式 

無触媒，触媒脱硝方式の併用 

3 基 

3 基 

3 基 

3 基 

5. 余熱利用設備 蒸 気 タ ー ビ ン 

発 電 機 

多段衝動復水タービン 

三相交流同期発電機（3,000ｋW） 

1 基 

1 基 

6. 通風設備 押 込 送 風 機 

二 次 送 風 機 

ガス混合送風機 

誘 引 通 風 機 

煙 突 

片吸込ターボ形 

片吸込ターボ形 

片吸込ターボ形 

片吸込ターボ形 

外筒 鉄筋コンクリート造，内筒 鋼製（59ｍ） 

3 基 

3 基 

3 基 

3 基 

1 基 
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7. 灰出し設備 灰 押 出 機 

主灰出しコンベヤ 

灰 ク レ ー ン 

主 灰 ク レ ー ン 

プッシャ式 

スクレーパコンベヤ 

グラブバケット天井走行クレーン 

グラブバケット天井走行クレーン 

2 基 

5 基 

1 基 

1 基 

8. 排水処理設備 ご み 汚 水 処 理 

プラント排水処理 

炉内噴霧式 

生物処理＋凝集沈殿＋砂ろ過＋活性炭ろ過＋膜分離 

2 基 

1 基 

9. 電気設備 受 電 方 式 

非 常 用 発 電 機 

6.6ｋV×60Hz 

ディーゼル発電機（500ｋW) 

1回線 

1 基 

10. 資源ごみ回収所 ストックヤード 

パ レ ッ ト 置 場 

16.6m×3m 

8m×4m 
1箇所 

1箇所 

11. 小動物焼却施設 

（敷地外） 

※所在地 

 鈴鹿市八野町地内 

焼 却 炉 

(1)処理時間 8h/日 

(2)処理能力 40kg/h 及び 59kg/h 

(3)関連設備 

・送風機 

・バーナ 

・燃焼管理計器類 

・エゼクター 

各 1炉 

 

（４）事業者の業務内容 

１）基幹的設備改良工事 

①設計・施工業務 

②仮設工事 

③安全衛生管理，その他施設機能の確保 

④試運転，総合性能確認試験業務 

⑤許認可申請業務 

⑥生活環境影響調査の予測評価に必要な資料作成 

⑦その他関係法令等の遵守 

 

２）管理運営業務 

①受付管理業務 

②運転管理業務 

③維持管理業務 

④環境管理業務 

⑤情報管理業務 

⑥関連業務 

 

３ 事業者の選定方法 

事業者の募集および選定にあたっては，総合評価一般競争入札方式により行った。 
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４ 事業者選定までの経過 

 

表 事業者選定までの経緯 

平成27年4月8日（水） 実施方針の公表 

平成27年4月8日（水） 

～4月21日（火） 
実施方針に関する質問及び意見の受付 

平成27年5月15日（金） 実施方針に関する質問及び意見への回答の公表 

平成27年5月29日（金） 特定事業の選定及び公表 

平成27年6月8日（月） 入札公告，入札説明書等の配布・公表 

平成27年6月18日（木） 

～6月19日（金） 
入札説明書等に関する質問の受付（第１回） 

平成27年7月8日（水） 入札説明書等に関する質問への回答の公表（第１回） 

平成27年7月24日（金） 参加表明書，参加資格審査申請書類受付 

平成27年8月6日（木） 参加資格審査結果の通知 

平成27年8月20日（木） 

～8月21日（金） 
入札説明書等に関する質問の受付（第２回） 

平成27年9月7日（月） 入札説明書等に関する質問への回答の公表（第２回） 

平成27年10月5日（月） 入札及び提案書の受付 

平成27年12月3日（木） 提案書に関するヒアリングの実施 

平成27年12月10日（木） 入札書の開札 

平成27年12月24日（木） 落札者の決定及び公表 

 

５ 鈴鹿市清掃センター改修対策事業 事業者選定に係る有識者意見招請会議の設置 

市は，事業者選定にあたり，外部有識者より構成する「鈴鹿市清掃センター改修対策事業 事

業者選定に係る有識者意見招請会議（以下，「有識者意見招請会議」という。）」を設置した。市

は，地方自治法施行令第167条の10の2第4項の規定に基づき，外部有識者より意見を聴取した。 

有識者は次の4名で構成される。 

 

議長  奥野 信宏  中京大学 理事 

副議長 荒井 喜久雄 (社)全国都市清掃会議 技術部長 

有識者 南川 秀樹  (財)日本環境衛生センター 理事長 

有識者 森川 仁   鈴鹿市顧問弁護士（みなと総合法律事務所） 
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５ 有識者意見招請会議の開催経過 

 

表 有識者意見招請会議の開催及び意見招請事項等 

日付 内   容 

平成27年3月18日（水） 

■第１回有識者意見招請会議 

・事業の概要説明 

・実施方針（案）について 

・落札者決定基準（骨子）について 

平成27年4月22日（水） 

■第２回有識者意見招請会議 

 ・落札者決定基準について 

 ・その他入札公告資料について 

平成27年5月27日（水） 

■第３回有識者意見招請会議 

 ・特定事業の選定について（報告） 

 ・落札者決定基準について 

 ・その他入札公告資料について 

平成27年11月11日（水） 

■第４回有識者意見招請会議 

 ・基礎審査確認結果について（報告） 

 ・提案内容に関する意見交換 

平成27年12月3日（木） 

■第５回有識者意見招請会議 

 ・入札参加者へのヒアリング 

 ・提案内容に関する意見交換 

 

７ 審査の方法 

審査の方法については，次のとおりとした。 

 

（１）審査の手順及び方法 

１）入札参加資格の確認審査 

市は，参加資格審査申請書類により，入札説明書に記載の入札参加者の備えるべき参

加資格要件を満たしていることを確認する。資格不備の場合は，失格とする。 

 

２）提案内容の審査 

①提案内容の基礎審査 

市は，提案書に記載された内容が落札者決定基準に示す基礎審査項目を満たしている

ことを確認する。審査項目について 1 項目でも満たさないことが確認された場合は，失

格とする。 
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表 基礎審査項目 

審査対象 基礎審査項目 

共通事項 

・ 提案書全体について，同一事項に対する２通り以上の提案又は

提案事項間の齟齬，矛盾等がないこと。 

・ 提案書全体について，様式集に従った構成（項目の構成，枚数

制限等）となっていること。 

基幹的設備改良工事に関

する提案書 

・ 当該提案に関連する各様式に示す項目に対する提案の内容が

要求水準書を満たしていること。 

管理運営業務に関する提

案書 

・ 当該提案に関連する各様式に示す項目に対する提案の内容が

要求水準書を満たしていること。 

事業計画に関する提案書 
・ リスク分担に関し，入札説明書等で示したリスクの分担方針と

の齟齬がないこと 

 

②提案内容の加点審査（非価格要素） 

市は，提案書に記載された内容について，要求水準書その他入札説明書等に示す要件

を超える部分について，次頁の表に示す「加点審査項目」に基づき，評価に応じて得点

を付与する。 

得点の付与にあたっては，入札価格以外の審査項目について，その小項目毎に，「入札

価格以外の得点化方法」に示す５段階評価により得点を付与する。 

なお，加点審査による加点（配点６０点）が２０点以下の場合は，失格とする。 

 

表 入札価格以外の得点化方法 

評価 判 断 基 準 得点化方法 

Ａ 当該評価項目において特に優れている 配点×1.00 

Ｂ ＡとＣの中間程度 配点×0.75 

Ｃ 当該評価項目において優れている 配点×0.50 

Ｄ やや優れている 配点×0.25 

Ｅ 要求水準書と同等である 配点×0.00 
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表 加点審査項目 

審査項目 

（小項目別） 
審査のポイント 配点 

１．基幹的設備改良工事に関する事項 ２７点 

①環境対策 

ア．排ガス（ばいじん，硫黄酸化物，塩化水素，窒素酸

化物，ダイオキシン類，一酸化炭素），排水，騒音，

振動，悪臭に対する自主保証値に関して優れた提案

がなされているか。 

イ．ろ過式集じん器の緊急用バイパスダクト（自動切替

方式）からの排ガス漏洩防止に関して優れた提案が

なされているか。 

ウ．施設全体での二酸化炭素排出量削減（削減割合及び

対策），売電量の確保に関して優れた提案がなされて

いるか。 

エ．プラットホーム・資源ごみ回収所・炉室等の作業環

境に関する改良対策，及び，施設（計量棟，外壁補修

範囲の拡大，緑化等）・場内道路（舗装及び白線補修・

看板取替等）の美観対策に関して優れた提案がなさ

れているか。 

５点 

②安定処理 

ア．廃棄物の安定処理に係る制御システムの現状からの

改良点に関して優れた提案がなされているか（ろ過

式集じん器バイパスダクトからの排ガス漏洩対策は

除く）。 

イ．廃棄物の安定処理に係るその他の設備改良に関して

優れた提案がなされているか。 

４点 

③災害対応 

ア．本施設の災害に対する強靱化に関して優れた提案が

なされているか。 

イ．災害廃棄物の処理に資する設備改良に関して優れた

提案がなされているか。 

４点 

④施工計画 

ア．狭小な敷地条件を踏まえた具体的な仮設計画，工事

中のダイオキシン類対策等の環境対策，その他ごみ

処理を継続しながらの工事が円滑となる施工計画に

関して優れた提案がなされているか。 

５点 

⑤安全対策 
ア．事故及び誤作動に対する安全対策に関して優れた提

案がなされているか。 
４点 
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審査項目 

（小項目別） 
審査のポイント 配点 

⑥渋滞対策 

ア．基幹的設備改良工事終了後，本施設の隣に位置する

子育て支援施設を移転する計画があることから，移

転後の跡地を本施設の敷地として活用することを検

討している。このことに対し，将来的な搬出入道路

の拡幅計画，最適な計量棟及び計量機の位置につい

て優れた提案がなされているか。 

５点 
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審査項目 

（小項目別） 
審査のポイント 配点 

２．管理運営業務に関する事項 ２５点 

①管理運営体制 

ア．基本方針等を踏まえた管理運営目標,従業員への動

機付け方策に関して優れた提案がなされているか。 

イ．所長の一括した情報収集体制及び迅速な指揮系統の

構築，かつ，所長不在時の連絡・指揮系統の構築に関

する優れた提案がなされているか。また，緊急時に

迅速に対応できるよう，部品供給等協力企業や建設

工事企業との連携・バックアップ体制の構築に関す

る優れた提案がなされているか。 

２点 

②受付管理業務 

ア．通常時の受付管理における搬入管理体制,搬入車両

への案内・指示に関して優れた提案がなされている

か。 

イ．受入繁忙時及び緊急時の受付管理における搬入管理

体制,車両誘導の対応に関して優れた提案がなされ

ているか。 

４点 

③運転管理業務 

ア．公害防止基準値及び自主保証値を遵守するための運

転管理値等に関して優れた提案がなされているか。 

イ．搬出する主灰・混合灰・飛灰処理物の搬出基準及び

異物除去を確実に遵守するための方策に関して優れ

た提案がなされているか。 

ウ．繁忙時における直接搬入車両の渋滞緩和対策とし

て，臨時的なストックヤードの確保及びそれに伴う

破砕機の運転計画に関して優れた提案がなされてい

るか。 

エ．安定的な発電量及び売電量確保に関して優れた提案

がなされているか。 

オ．搬出する主灰量・飛灰量の抑制に関して優れた提案

がなされているか。 

カ．運転管理における操作ミス等の防止対策に関して優

れた提案がなされているか。 

７点 

④維持管理業務 

ア．災害時・緊急時を含めた調達計画,点検・検査計画,

補修・更新計画に関して優れた提案がなされている

か。 

４点 
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審査項目 

（小項目別） 
審査のポイント 配点 

⑤環境管理業務 

ア．環境保全計画に関して優れた提案がなされている

か。 

イ．作業環境保全計画に関して優れた提案がなされてい

るか。 

ウ．周辺環境への影響確認に関して優れた提案がなされ

ているか。 

４点 

⑥関連業務・その他 

ア．見学者及び住民への対応に関する基本的な考え方及

び具体的な対応方法に関して優れた提案がなされて

いるか。 

イ．地域貢献に関して優れた提案がなされているか。 

ウ．災害時にごみ処理が継続するための事業計画につい

て，基本的な考え方及び具体的な計画に関して優れ

た提案がなされているか。 

４点 
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審査項目 

（小項目別） 
審査のポイント 配点 

３．事業計画に関する事項 ８点 

①事業実施体制，長

期収支計画の安

定性 

ア．長期的，安定的な管理運営のための業務実施体制（本

事業における代表企業及び構成員の役割や，これま

での実績に応じた業務実施体制，ＳＰＣ内で迅速な

意思決定が確保される体制，事業者によるモニタリ

ング体制及び市の実施するモニタリングに対する協

力体制）について優れた提案がなされているか。 

イ．ＳＰＣの長期収支計画の安定化方策として優れた提

案がなされているか。 

ウ．ＳＰＣの経営悪化時の対応策（バックアップ体制，

資金確保方策）として優れた提案がなされているか。 

３点 

②リスク管理方針 

ア．リスク管理の基本的な考え方について優れた提案が

なされているか。 

イ．本事業に伴うリスクの認識と対応策（リスクの内容，

負担者，保険活用等）について優れた提案がなされ

ているか。 

２点 

③地域や社会への

貢献 

ア．本事業における地元事業者（鈴鹿市を本店所在地と

する企業等）の活用について優れた提案がなされて

いるか。 

イ．本事業における地元人材（鈴鹿市内に在住している

者）の活用について優れた提案がなされているか。 

３点 

 

３）入札価格の得点化方法 

 ①入札価格の加点審査（価格要素） 

入札価格については，次の算定式により得点を算出し付与する。 

 

 

 

 

・入札参加者の中で，最低の入札価格となった提案に対し，価格に関する配点の満点を付

与する。 

・他の入札参加者の提案については，最低入札価格との比率により算出する。得点は小数

点第三位以下を四捨五入し，小数点第二位までを求めた値とする。 

 

 

（算定式） 

最低入札価格 

入札価格 
価格得点＝           ×４０点 
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４）総合評価値の算定方法 

「入札価格以外の得点化方法」及び「入札価格の得点化方法」により算定した入札参加

者の得点について，次の算定式により，総合評価値を算出する。 

 

（算定式） 

 

 

 

８ 審査結果 

（１）参加資格審査 

平成 27 年 6 月 8 日に入札公告を行い，平成 27年 7月 24 日に参加表明書及び参加資格審査

申請書類を受け付けたところ，次の 1 グループ（ＪＦＥエンジニアリング名古屋支店グルー

プ。以下「当該グループ」という。）から入札参加の申請があった。 

市において参加資格審査を行い，入札参加資格を有することを確認し，平成 27年 8月 6日

に代表企業に対し入札参加資格確認を書面にて通知した。 

 

表 入札参加者一覧表 

ＪＦＥエンジニアリング名古屋支店グループ 

代表企業 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社名古屋支店 

建築・土木整備企業 

プラント整備企業 

運転管理企業 

維持管理企業 

 

（２）基礎審査 

平成 27 年 10 月 5 日に当該グループから提案書の提出があった。市が基礎審査を行ったとこ

ろ，基礎審査の項目すべてを満たしていることを確認した。 

 

（３）加点審査 

①提案内容の加点審査 

平成 27 年 12 月 9 日に，市は，当該グループの提案内容の加点審査を確定した。審査に

あたっては，有識者意見招請会議における有識者の意見等を踏まえ，落札者決定基準に基

づき加点審査のうち入札価格に関する事項以外の審査項目について評価を行った。審査結

果は，以下「加点審査結果一覧表（非価格点）」に示すとおりであり，当該グループの提案

について市が評価した事項を別紙１に示す。 

なお，有識者からの意見招請は，公平性・公正性を確保するため，企業名を匿名にして

行った。  

当該入札参加者の総合評価値＝非価格点＋価格点 
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表 加点審査結果一覧表（非価格点） 

 

ＪＦＥエンジニアリング㈱
名古屋支店グループ

得　点

27点 14.75点

①環境対策 5点 3.75点

②安定処理 4点 2.00点

③災害対応 4点 2.00点

④施工計画 5点 3.75点

⑤安全対策 4点 2.00点

⑥渋滞対策 5点 1.25点

25点 17.25点

①管理運営体制 2点 2.00点

②受付管理業務 4点 2.00点

③運転管理業務 7点 5.25点

④維持管理業務 4点 2.00点

⑤環境管理業務 4点 2.00点

⑥関連業務・その他 4点 4.00点

8点 6.75点

①事業実施体制，長期収支計画の安定性 3点 2.25点

②リスク管理方針 2点 1.50点

③地域や社会への貢献 3点 3.00点

60点 38.75点

■総合評価結果

１．基幹的設備改良工事に関する事項

配点審　査　項　目

　　入札価格以外の得点計(非価格点)

３．事業計画に関する事項

２．管理運営業務に関する事項
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②入札価格の加点審査 

 平成 27年 12 月 10 日に，市による入札書の開札を行ない，翌 11日に価格点を確定した。 

 

表 入札価格及び価格点 

審査項目 
ＪＦＥエンジニアリング株式会社 

名古屋支店グループ 

入札価格（税抜） １９，０５０，０００，０００円 

価格点 ４０点 

 

（４）最優秀提案の選定 

市では，加点審査における各項目に対する得点の合計値を総合評価値とし，当該グルー

プを最優秀提案者に選定した。 

 

表 総合評価値 

審査項目 
ＪＦＥエンジニアリング株式会社 

名古屋支店グループ 

非価格点 ３８．７５点 

価格点 ４０．００点 

合計（総合評価値） ７８．７５点 

 

９ 落札者の決定 

市長は，市が選定した最優秀提案を踏まえ，平成27年12月24日に当該グループを落札者とし

て決定・公表した。 

 

表 落札者一覧表 

ＪＦＥエンジニアリング名古屋支店グループ 

代表企業 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社名古屋支店 

建築・土木整備企業 

プラント整備企業 

運転管理企業 

維持管理企業 
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１０ 審査講評 

別紙２に市の審査講評を示す。 

 

１１ 落札者の事業計画に基づく財政支出の削減効果 

落札者の落札価格に基づき，本事業をＤＢＯ事業として実施する場合の市の財政支出と，市

が直接事業を実施する場合の財政支出の比較を行った結果，現在価値換算で4.10％の削減が見

込まれるとともに，落札者の優れた提案により，事業期間を通じて良質な公共サービスを提供

することが期待できる。 
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 別紙 １  

表 市が評価した事項 

審査項目（小項目別） 評価した事項 

１．基幹的設備改良工事に関する事項 

①環境対策 

 ア．排ガス（ばいじん，硫黄酸化物，塩化水素，

窒素酸化物，ダイオキシン類，一酸化炭

素），排水，騒音，振動，悪臭に対する自主

保証値に関して優れた提案がなされている

か。 

要求水準書で定める公害防止基準値よりも厳しい排

ガスの自主保証値に関する提案について評価した。 

イ．ろ過式集じん器の緊急用バイパスダクト（自

動切替方式）からの排ガス漏洩防止に関し

て優れた提案がなされているか。 

停電時におけるろ布損傷防止機能の維持，排ガス漏

洩源となりうるバイパスダクトの撤去に関する提案につ

いて評価した。 

ウ．施設全体での二酸化炭素排出量削減（削

減割合及び対策），売電量の確保に関して

優れた提案がなされているか。 

要求水準書を上回る二酸化炭素排出量削減割合とそ

の具体的な対応策，具体的な電力削減保証値に関す

る提案について評価した。 

エ．プラットホーム・資源ごみ回収所・炉室等の

作業環境に関する改良対策，及び，施設

（計量棟，外壁補修範囲の拡大，緑化等）・

場内道路（舗装及び白線補修・看板取替

等）の美観対策に関して優れた提案がなさ

れているか。 

ごみピット臭気への対策，場内道路の美観対策に関

する提案について評価した。 

②安定処理 

 ア．廃棄物の安定処理に係る制御システムの現

状からの改良点に関して優れた提案がなさ

れているか（ろ過式集じん器バイパスダクト

からの排ガス漏洩対策は除く）。 

遠隔支援システムの追加による緊急時及び不具合発

生時の対応に関する提案について評価した。 

イ．廃棄物の安定処理に係るその他の設備改

良に関して優れた提案がなされているか。 

廃熱ボイラの安全管理，運転員の作業負荷軽減等に

資する制御システムの追加に関する提案について評

価した。 

③災害対応 

 ア．本施設の災害に対する強靱化に関して優

れた提案がなされているか。 

災害発生時における迅速な避難，設備の保護及び継

続的なごみ受入に関する提案について評価した。 

イ．災害廃棄物の処理に資する設備改良に関

して優れた提案がなされているか。 

特出した提案はみられなかった。 

④施工計画 

 ア．狭小な敷地条件を踏まえた具体的な仮設

計画，工事中のダイオキシン類対策等の環

境対策，その他ごみ処理を継続しながらの

工事が円滑となる施工計画に関して優れた

提案がなされているか。 

 

 

 

各種車両の動線干渉に配慮した具体的な配置計画

及び動線計画，騒音対策に配慮した具体的な施工計

画等に関する提案について評価した。 
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審査項目（小項目別） 評価した事項 

⑤安全対策 

 ア．事故及び誤作動に対する安全対策に関し

て優れた提案がなされているか。 

ごみピット転落事故への具体的な対策，機器の誤作

動防止に配慮した運転管理方法に関する提案につい

て評価した。 

⑥渋滞対策 

 ア．基幹的設備改良工事終了後，本施設の隣

に位置する子育て支援施設を移転する計

画があることから，移転後の跡地を本施設

の敷地として活用することを検討している。

このことに対し，将来的な搬出入道路の拡

幅計画，最適な計量棟及び計量機の位置

について優れた提案がなされているか。 

各種車両の動線干渉に配慮した計量棟及び計量機

の配置計画及び動線計画に関する提案について評

価した。 

２．管理運営業務に関する事項 

①管理運営体制 

 ア．基本方針等を踏まえた管理運営目標,従業

員への動機付け方策に関して優れた提案

がなされているか。 

具体的な管理運営目標，従業員のスキルアップ対策

に関する提案について評価した。 

イ．所長の一括した情報収集体制及び迅速な

指揮系統の構築，かつ，所長不在時の連

絡・指揮系統の構築に関する優れた提案が

なされているか。また，緊急時に迅速に対

応できるよう，部品供給等協力企業や建設

工事企業との連携・バックアップ体制の構築

に関する優れた提案がなされているか。 

市との具体的な連絡体制，緊急時の具体的な人的バ

ックアップ体制に関する提案について評価した。 

②受付管理業務 

 ア．通常時の受付管理における搬入管理体制,

搬入車両への案内・指示に関して優れた提

案がなされているか。 

搬入車両への接客マナーの向上，車両動線変更時の

施設利用者への事前周知対策に提案について評価

した。 

イ．受入繁忙時及び緊急時の受付管理におけ

る搬入管理体制,車両誘導の対応に関して

優れた提案がなされているか。 

受入繁忙時・緊急時の具体的な人員体制及び具体的

な車両誘導方法に関する提案について評価した。 

③運転管理業務 

 ア．公害防止基準値及び自主保証値を遵守す

るための運転管理値等に関して優れた提案

がなされているか。 

公害防止基準値及び自主保証値を遵守するための具

体的な運転管理値に関する提案について評価した。 

イ．搬出する主灰・混合灰・飛灰処理物の搬出

基準及び異物除去を確実に遵守するため

の方策に関して優れた提案がなされている

か。 

受入禁止物の混入防止を目的とした搬入検査等の実

施に関する提案について評価した。 

ウ．繁忙時における直接搬入車両の渋滞緩和

対策として，臨時的なストックヤードの確保

及びそれに伴う破砕機の運転計画に関して

優れた提案がなされているか。 

繁忙時における直接搬入車両の渋滞緩和に資する臨

時的なストックヤードの配置及び動線計画，繁忙時に

おける破砕機の確実な運転を確保するための整備計

画に関する提案について評価した。 
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審査項目（小項目別） 評価した事項 

エ．安定的な発電量及び売電量確保に関して

優れた提案がなされているか。 

安定的な発電量及び売電量の確保に資する効果的

な運転計画及び使用電力量の削減方法に関する提

案について評価した。 

オ．搬出する主灰量・飛灰量の抑制に関して優

れた提案がなされているか。 

焼却主灰及び飛灰の減量に関する燃焼制御及び維

持管理方法に関する提案について評価した。 

カ．運転管理における操作ミス等の防止対策に

関して優れた提案がなされているか。 

手順書・マニュアルの効果的な整備・改善方法，定期

的なリスクアセスメントの実施等に関する提案について

評価した。 

④維持管理業務 

 ア．災害時・緊急時を含めた調達計画,点検・検

査計画,補修・更新計画に関して優れた提

案がなされているか。 

調達拠点の分散による災害リスクの回避，日本各地か

らの技術者の応援・部品供給，予備品の保管方法等

に関する提案について評価した。 

⑤環境管理業務 

 ア．環境保全計画に関して優れた提案がなされ

ているか。 

現状の環境保全計画への追加測定項目及び頻度増

加に関する提案について評価した。 

イ．作業環境保全計画に関して優れた提案が

なされているか。 

作業環境に異常が生じた場合の原因特定及び追加

確認の分析に関する提案について評価した。 

ウ．周辺環境への影響確認に関して優れた提

案がなされているか。 

市調査項目への追加測定項目に関する提案につい

て評価した。 

⑥関連業務・その他 

 ア．見学者及び住民への対応に関する基本的

な考え方及び具体的な対応方法に関して

優れた提案がなされているか。 

特出した提案はみられなかった。 

イ．地域貢献に関して優れた提案がなされてい

るか。 

地元雇用，地元企業への発注，及び地域イベントへの

協力等に関する提案について評価した。 

ウ．災害時にごみ処理が継続するための事業

計画について，基本的な考え方及び具体

的な計画に関して優れた提案がなされてい

るか。 

緊急事態を想定した防災訓練，具体的な支援体制，

防災備品等の常備等に関する提案について評価し

た。 

３．事業計画に関する事項 

①事業実施体制，長期収支計画の安定性 

 ア．長期的，安定的な管理運営のための業務

実施体制（本事業における代表企業及び構

成員の役割や，これまでの実績に応じた業

務実施体制，ＳＰＣ内で迅速な意思決定が

確保される体制，事業者によるモニタリング

体制及び市の実施するモニタリングに対す

る協力体制）について優れた提案がなされ

ているか。 

豊富な実績に応じて代表企業等が適切に配置された

業務実施体制，ＳＰＣ内で迅速な意思決定が確保され

ている体制及び事業者によるモニタリング体制に関す

る提案について評価した。 

イ．ＳＰＣの長期収支計画の安定化方策として

優れた提案がなされているか。 

特出した提案はみられなかった。 

ウ．ＳＰＣの経営悪化時の対応策（バックアップ

体制，資金確保方策）として優れた提案が

なされているか。 

バックアップ体制構築及び代表企業によるＳＰＣへの

追加融資実施等の資金確保方策に関する提案につ

いて評価した。 
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審査項目（小項目別） 評価した事項 

②リスク管理方針 

 ア．リスク管理の基本的な考え方について優れ

た提案がなされているか。 

長期的，安定的な管理運営のための効果的なリスク管

理方針に関する提案について評価した。 

イ．本事業に伴うリスクの認識と対応策（リスクの

内容，負担者，保険活用等）について優れ

た提案がなされているか。 

各業務段階におけるリスクについて，具体的な管理方

策の提示及び効果的な保険付保に関する提案につ

いて評価した。 

③地域や社会への貢献 

 ア．本事業における地元事業者（鈴鹿市を本店

所在地とする企業等）の活用について優れ

た提案がなされているか。 

地域経済の活性化に資する，多岐にわたる地元事業

者への発注及び一部業務における地元事業者の継

続雇用に関する提案について評価した。 

イ．本事業における地元人材（鈴鹿市内に在住

している者）の活用について優れた提案が

なされているか。 

地元人材の優先雇用及び良好な雇用条件に関する

提案について評価した。 
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別紙 ２  

鈴鹿市清掃センター改修対策事業 

審査講評 

 

 本事業は，供用開始から約11年が経過する鈴鹿市清掃センター（以下「本施設」という。）に

ついて，基幹的設備改良工事を行うことにより，本施設の延命化を図るとともに，17年間の管理

運営業務を長期包括的に委託することで，本施設にかかるライフサイクルコストの削減と，安全

で安定した廃棄物の中間処理の実現を目的とするものである。 

事業者の選定は公募による総合評価一般競争入札方式にて行った。提案審査は，「鈴鹿市清掃セ

ンター改修対策事業 事業者選定に係る有識者意見招請会議」（以下「有識者意見招請会議」とい

う。）における有識者の意見も踏まえ，あらかじめ公表した落札者決定基準に則し，「基幹的設備

改良工事に関する事項」，「管理運営業務に関する事項」，「事業計画に関する事項」及び「入札価

格に関する事項」について行った。 

その結果，本市では，ＪＦＥエンジニアリング株式会社名古屋支店グループの提案を最優秀提

案として選定した。 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社名古屋支店グループに対しては，別紙３に示す有識者意見招

請会議における有識者からの意見に十分に配慮したうえで事業を実施することを期待する。 

 

 

平成２８年２月１０日 

鈴鹿市長 末 松 則 子    



 

別紙 3 

別紙 ３  

鈴鹿市清掃センター改修対策事業 

事業者選定に係る有識者意見招請会議からの意見 

 

 事業者には，提案書及び要求水準書の内容を確実に履行するほか，次の事項に十分に配慮した

上で，事業を実施されることを要望します。 

 

 事業者は，市がモニタリングを実施する際は，随時協力を行うこと。 

 事業者は，排ガス等が公害防止基準値に対して独自に設定した自主保証値を超えること

のないよう，適切に施設を運転制御すること。 

 事業者は，設備の故障等によりごみの受け入れができなくなることがないよう，万全の

管理運営体制を整えておくこと。 

 事業者は，従業員に対して広く接遇教育を実施し，市民満足度の向上に努めること。 

 事業者は，創意工夫を凝らした高いサービスを提供するとともに，安全安心な事業の実

施に努めること。 

 事業者は，家庭系ごみ及び事業系ごみの持込検査を積極的に実施し，受入禁止物の排除

に努めること。 

 事業者は，従業員の雇用にあたり，女性の雇用についても積極的に推進すること。 

 

 

平成２８年１月２９日 

鈴鹿市清掃センター改修対策事業    

 事業者選定に係る有識者意見招請会議  

議長 奥 野 信 宏         

 

 


